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平成 23 年 1 月 

橋
本
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
橋
本
市
ま
ち

の
歴
史
資
料
保
存
会
と
の
共
催
で
、
応
其
上
人
顕
彰
事
業
と

し
て
、
橋
本
の
ま
ち
の
発
展
に
尽
く
し
た
応
其
上
人
に
ま
つ

わ
る
お
芝
居
な
ど
が
11
月
25
日
(木)
午
後
1
時
30
分
か
ら
、

東
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

やすき ひろこさん 補陀さんによる琵琶演奏 

当
日
は
、
地
元
老
人
会
の
方
々
や
、
橋
本
小
学

校
６
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
な
ど
総
勢
約
100
名

の
観
覧
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
で
橋
本
市
ま
ち
の
歴

史
資
料
保
存
会
の
村
木
宏
さ
ん
か
ら
開
会
の
挨
拶

と
、
応
其
上
人
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、

尼
僧
の
補
陀
（
ほ
だ
）

さ
ん
に
よ
る
平
家
物
語
の
一

節
「
青
葉
の
笛
」
の
琵
琶
演
奏
が
あ
り
、
続
い
て

や
す
き
ひ
ろ
こ
さ
ん
ら
に
よ
る
お
芝
居
「
木
食
応

其
物
語
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

間
近
で
の
迫
力
あ
る
演
奏
や
演
技
に
、
観
客
は

み
ん
な
終
始
真
剣
な
表
情
で
観
覧
し
て
い
た
様
子

で
、
盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

応
其
上
人
（

応
其
上
人
（

応
其
上
人
（

応
其
上
人
（
一
五
三
六
～
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六
〇
八
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六
〇
八

一
五
三
六
～
一
六
〇
八

一
五
三
六
～
一
六
〇
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）
は
豊
臣
秀
吉

）
は
豊
臣
秀
吉

）
は
豊
臣
秀
吉

）
は
豊
臣
秀
吉

の
紀
州
攻
め
か
ら
高
野
山
を
救
い
、
橋
本
の
ま

の
紀
州
攻
め
か
ら
高
野
山
を
救
い
、
橋
本
の
ま

の
紀
州
攻
め
か
ら
高
野
山
を
救
い
、
橋
本
の
ま

の
紀
州
攻
め
か
ら
高
野
山
を
救
い
、
橋
本
の
ま

ち
の
開
基
と
な
っ
た
僧
侶
で
す
。

ち
の
開
基
と
な
っ
た
僧
侶
で
す
。

ち
の
開
基
と
な
っ
た
僧
侶
で
す
。

ち
の
開
基
と
な
っ
た
僧
侶
で
す
。    

お
芝
居
「
木
食
応
其
物
語
」
は
、
応
其
上
人
の

お
芝
居
「
木
食
応
其
物
語
」
は
、
応
其
上
人
の

お
芝
居
「
木
食
応
其
物
語
」
は
、
応
其
上
人
の

お
芝
居
「
木
食
応
其
物
語
」
は
、
応
其
上
人
の

生
き
方
、
人
物
像
を
そ
の
娘
「
お
駒
」
の
視
点

生
き
方
、
人
物
像
を
そ
の
娘
「
お
駒
」
の
視
点

生
き
方
、
人
物
像
を
そ
の
娘
「
お
駒
」
の
視
点

生
き
方
、
人
物
像
を
そ
の
娘
「
お
駒
」
の
視
点

か
ら
描
い
た
も
の
で
す
。

か
ら
描
い
た
も
の
で
す
。

か
ら
描
い
た
も
の
で
す
。

か
ら
描
い
た
も
の
で
す
。 



区 画 整 理 だ よ り 

橋本市 建設部 市街地開発事務所 

紀
の
川
ゾ
ー
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御
殿
ゾ
ー
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（
平
成
２２
年
１１
月
末
現
在
・
借
家
人
含
む
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橋
本
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
と
し
て
、
平

成
22
年
12
月
4
日
(土)
、
駅
前
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の
植
え
替
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
、
橋
本
駅
前
地
区
活
性
化
推
進
協

議
会
、
古
佐
田
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
約
30
人
の

方
々
の
参
加
に
よ
り
、
夏
に
植
え
た
ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

に
替
え
て
約
210
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、
パ
ン
ジ
ー
、
ノ
ー
ス
ポ

ー
ル
な
ど
４
種
類
566
株
の
新
し
い
花
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

紀
の
川
沿
い
区
域
で
は
、
今
年
度
も
出
水

期
明
け
の
10
月
中
旬
か
ら
国
土
交
通
省
直

轄
事
業
の
護
岸
整
備
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。 今

年
度
の
工
事
は
昨
年
度
の
下
流
側
に

引
き
続
き
、
上
流
側
の
高
水
護
岸
工
事
（
延

長
約
100
㍍
の
区
間
）
で
、
平
成
23
年
3
月

末
の
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

工事の進捗状況工事の進捗状況工事の進捗状況工事の進捗状況    

進捗率 約１０％（工事費ベース） 

平成 22 年 11 月末時点 
【情報提供】 

国土交通省 和歌山河川国道事務所 
      かつらぎ出張所 

 

工事箇所 

高水護岸 

低水護岸 

（施工済み） 

 

パンジー 241 株 

ビオラ 94 株 

デイジー 77 株 

ノースポール 154 株 
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紀の川 


